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【 難しくする方法 】
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できた言葉の文字数によって点数を変えると、難しくなります

３文字以上に限定（１～２文字の言葉を禁止）すると、かなり難しい

方法 開始の合図で、グループ毎に協力して「言葉(名詞)」を作る

例：１文字→０点／２文字→１点／３文字→２点／４文字→３点／５文字以上→５点

言語力

★★☆

準備 ３～５人程度のグループに分かれ、グループごとに、机を囲んで座る

ひらがなを組み合わせて言葉を作る際のルールを説明する
各グループに、ひらがなカード１組を渡し、表向きにバラバラに並べる

２）「　」「　」「っ」「ー」は自由に使って良い　　例：し＋は⇒「じっぱー」と読んで良い

１）言葉は名詞（名称）であること　　例：「うつくしい(美しい)」は形容詞なので×

各グループの中で、作成した言葉の数が多かったグループの優勝

３分程度の制限時間（まだ使っていない文字カードが５～６枚になった
グループが出た時点）で、ゲームを終了する。

文字カードを組み合わせて作った「言葉」は、後で採点できるように、
机の脇に避けて置く。残ったカードで更に言葉を作るのを繰り返す。

きらり☆脳力ＵＰプログラム（集団） みつば編

ひらがなゲーム（文字合わせ）

【 概要 】

・ひらがなを組み合わせて言葉を作る

・各ひらがなは、１回しか使えない

・グループで協力し、時間内に、

何個の言葉を作れたかで、勝負する

・多くの言葉を考えることで、

言語力を鍛える

・仲間と協力することで計画力を、

文字カードを探すことで記憶力や

視空間認知力を使うことができます

チャレンジプログラム

本日の「お題」を設け、できた言葉がお題に合致していれば２点、

合致しなけれは１点として行うと、毎回、思いつく言葉が変わり、楽しめる。

例： お題として 食べ物、動物、野菜、地名、道具 などを指定する


